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資　料

１．研究の背景と目的
　総合的な学習の時間は，2000（平成12）年以降，
小学校，中学校など学習指導要領が適用される学校
種において開始された，児童生徒が自発的に取り組
む横断的・総合的な課題学習の時間である．文部科
学省は総合的な学習の時間を通して，自ら課題を
見付け・学び・考え・主体的に判断することで子ど
もたちが社会変化に対応できるよう，よりよく問題
を解決する資質や能力を育てることを企図としてい
る．思考力・判断力・表現力等を養うことを目的と
した総合的な学習の時間は「知識基盤社会」の時代
において重要な役割が期待される．また，2017（平
成29）年に改訂告示された喫緊の学習指導要領1-3）の
キーワードとなる「主体的・対話的で深い学び」や
「カリキュラム・マネジメント」で示された横断的・
総合的な学習の核として総合的な学習の時間は位置
づけられている．同時に，2016（平成28）年に始ま
る教育職員免許法の一連の改正により，大学での教

員養成における教職課程においても「総合的な学習
の時間の指導法」が追記されることからもわかるよ
うに，「総合的な学習の時間」の視点は重要な役割
を果たすものとなっている．
　学校現場において，具体的にどのような総合的な
学習の時間の指導が実施されているのだろうか．学
習指導要領では総合的な学習の時間†1）の趣旨及び
ねらいを踏まえて目標と内容を定めている．小学校
学習指導要領4）では「国際理解，情報，環境，福祉・
健康などの現代的な諸課題に対応する横断的・総合
的な課題，地域の人々の暮らし，伝統と文化など地
域や学校の特色に応じた課題，児童の興味・関心に
基づく課題」を踏まえた探究活動を設定することと
なっている．中学校学習指導要領5）では「国際理解，
情報，環境，福祉・健康などの現代的な諸課題に対
応するための横断的・総合的な課題，地域や学校の
特色に応じた課題，生徒の興味・関心に基づく課題，
職業や自己の将来に関する課題」を踏まえて探究活
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要　　　約

　本論は，総合的な学習の時間における進路学習，特に「進学」に着目し，学校現場においてどのよ
うな指導が行われているのかを高等学校，進学先として想定される大学を取り上げ，進路指導におけ
る高大連携の可能性を提示することとする．具体的には，（1）総合的な学習の時間における進路学習
の位置づけ，（2）高等学校における大学などを活用した進路指導の実態，（3）大学で実施されている
オープンキャンパスの実態を明らかにすることである．結果としては，（1）総合的な学習の時間は「学
業と進路」から「一人一人のキャリア形成と自己実現」に変化していること，（2）高等学校は大学の
オープンキャンパスを進路指導において活用していること，（3）一部の大学ではオープンキャンパス
を入試のシステムとして取り入れていることがわかった．そのため，大学は単に学生募集の手段とし
て大学案内（パンフレットやホームページ）の制作及びオープンキャンパスを計画するのではなく，
生徒のキャリア発達に寄与できるよう，それぞれの大学の特色と生徒のニーズに合わせた独自のスタ
イルを入試制度も考慮しながら構築していく必要がある．
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動を設定することとされている．
　高等学校6）においては，「国際理解，情報，環境，
福祉・健康などの現代的な諸課題に対応する横断的・
総合的な課題」「地域や学校の特色に応じた課題」「生
徒の興味・関心に基づく課題」「職業や自己の進路
に関する課題」についての探究活動をすることとさ
れている．中学校や高等学校の学習指導要領には，
小学校の学習指導要領に記載されている「国際理解」
などに加えて，「職業や自己の進路に関する課題」
という進路指導に関する事項が含まれていることが
特徴的である．
　もちろん，中学校または高等学校の進路指導では，

「就職」または「進学」のどちらかの選択を迫られ，
生徒の一生を左右する進路決定を行う学校段階であ
るとの認識が強い．加えて高等学校での進路指導，
とりわけ「進学」に着目してみても「大学・短期大
学」か「専門学校」のどちらかを選択することは，
生徒にとってその後の「職業」選択を左右すること
でもあり，そこに携わる教師の負担は相当なもので
あると推察される．中学校の場合は，約95％以上が
高等学校へ進学していることから，高等学校におけ
る進路指導に着目することは生徒の進路を決める最
終地点でもあることから一定程度の価値があるとい
えよう．
　そこで，本論では「進路学習」，特に「進学」に
着目する．具体的には，①高等学校で行われている
総合的な学習の時間における「進路学習」と，②進
学先として想定される高等教育機関である大学にお
ける「オープンキャンパス」の実態を取り上げ，高
校生に対してどのようなコンテンツを提供している
のかを確認する．これらの分析を通して，本論の目
的である進路指導における高大連携の可能性を提示
する．

２．研究方法
２．１　調査の対象と方法
　全国の高等学校や大学のホームページで公開され
ている内容を基に，高等学校の「総合的な学習の時
間」において実施されている「進路学習（進学）」
の実態を把握する．高等学校は進学校としてほとん
どの生徒が「進学」を選択する上で，大学に進学し
た後を見据えてキャリア教育を行っている事例を取
り上げた．また進学先として想定した大学について
は，オープンキャンパスのタイムテーブルや高校生
に提供しているコンテンツの実態を把握することに
主眼をおいた．大学でのオープンキャンパスに着目
した理由としては，高校生の「進路学習」に少なか
らず影響を与えている「相互通行コンテンツ」であ

るためである．
　調査方法は，各事例の比較分析を試みるものであ
る．
２．２　リサーチクエスチョン
　本論文では，リサーチクエスチョンとして，高等
学校の進学指導は，高校から大学へのアプローチと
大学から高等学校でのアプローチの両方によって行
われているのではないか．具体的には，「進路指導
のアウトソーシング化（例，オープンキャンパスの
活用）」と「進路指導における高大連携（例，総合
的な学習の時間におけるキャリア教育）」を行うこ
とで，高校生のキャリア教育を行っているのではな
いかという点について検証を行う．

３．先行研究の検討
３．１　�総合的な学習の時間における進路学習の位

置づけ（学習指導要領）
　総合的な学習の時間は，1996（平成8）年7月の中
央教育審議会第一次答申「21世紀を展望した我が国
の教育の在り方について」で提言され，1999（平成
11）年3月告示の学習指導要領改訂で創設された．
小中学校では2002（平成14）年より学年進行，高等
学校では2003（平成15）年より学年進行された．
2003（平成15）年には学習指導要領の一部改訂が行
われ，総合的な学習の時間の目標及び内容，全体計
画の必要性，学校内外の教育資源の積極的活用が加
わった．2014（平成21）年3月告示の学習指導要領
改訂では，総合的な学習の時間の教育課程における
位置づけを明確化し，従来は総則に置かれてきた主
旨やねらいなどが小学校では4章に中学校では5章，
高等学校では4章に位置付けられ，内容の取扱いに
ついても示された．2017（平成29）年3月告示の新
しい学習指導要領では，目標や内容を各学校で定め
ることに変更はないが，「総合的な探究の時間」と
なり，この科目の目標と各学校の教育目標とのつな
がりの視点が新たに加わった．
　創設から新しい学習指導要領（2017年告示版）ま
での目標や進路学習の位置づけについては，表17）

にまとめたとおりである．本論文では，現行（2014
年告示）の学習指導要領に基づき行われている「総
合的な学習の時間」での進路学習に関する項目につ
いて述べることとする．表1に示したとおり，現行
の学習指導要領では，「各教科・科目及び特別活動
で身に付けた知識や技能等を相互に関連付け」，「各
教科・科目及び特別活動の目標及び内容との違いに
留意しつつ，第1の目標並びに各学校において定め
る目標及び内容を踏まえた適切な学習活動を行うこ
と」となっていて，この科目を通して主体的に問題
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を解決する力を育み，自己の在り方や生き方や進路
について考えることができるようになることを目指
している．各高等学校では，一人一人の生徒の実態
に応じた多様な学習や各学校の特色に応じた教育の
展開を可能とするため，授業時間数及び単位数に幅
を設けている．卒業までに105〜210単位時間（3〜6
単位）を標準とし，各学校において，学校や生徒の
実態に応じて適切に配当することになっている．
　平成27年度公立高等学校における教育課程の編
成・実施状況調査8）によると，2017（平成27）年度
入学者の総合的な学習の時間の具体的な学習内容は
表2のとおりであった．全日制普通科，専門学科，

総合学科とも「キャリア」に関する内容を取り上げ
ている学校が多数であった．また，岐阜県高等学校
長協会の教育課程研究委員会が2016（平成26）年に
「総合的な学習の時間についてのアンケート調査」9）

を行った（表3）．岐阜県内普通科系高等学校†2）52
校に「キャリア教育の教育課程上の位置づけ」につ
いて複数回答可で尋ねたところ，最も多く回答され
たのは，総合的な学習の時間（43校）で，次にホー
ムルーム活動（41校），各教科・科目（21校）と続
いた．専門科系高等学校†2）49校では，ホームルー
ム活動（34校），各教科・科目（31校），総合的な学
習の時間（22校），学校行事（18校）であった．普

表１　「総合的な学習の時間」の目標と進路指導に関する項目の変遷6,7）

（平成

21年） 
 
 
 

 横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主

体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方

を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の在

り方生き方を考えることができるようにする． 
 

【進路指導に関する項目】 

（5）学習活動については，地域や学校の特色，生徒の特性等に応じて，例えば国際理解，情報，

環境，福祉・健康などの横断的・総合的な課題についての学習活動，生徒が興味・関心，進路等

に応じて設定した課題について知識や技能の深化，総合化を図る学習活動，自己の在り方生き方

や進路について考察する学習活動などを行うこと． 

（6）各教科・科目及び特別活動で身に付けた知識や技能等を相互に関連付け，学習や生活におい

て生かし，それらが総合的に働くようにすること． 

（7）各教科・科目及び特別活動の目標及び内容との違いに留意しつつ，第 1の目標並びに第 2

の各学校において定める目標及び内容を踏まえた適切な学習活動を行うこと． 

2018 
（平成

30年） 

【目標】 

 探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，自己の在り方生き

方を考えながら，よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す． 

（１）探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる

概念を形成し，探究の意義や価値を理解するようにする． 

（２）実社会や実生活との自己の関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，

整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする． 

（３）探究に主体的・協同的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創

造し，よりよい社会を実現しようとする態度を養う． 

【進路指導に関する項目】 

（5）目標を実現するにふさわしい探究課題については，地域や学校の実態，生徒の特性等に応じ

て，例えば，国際理解，情報，環境，福祉・健康などの現代的な諸課題に対応する横断的・総合

的な課題，地域や学校の特色に応じた課題，生徒の興味・関心に基づく課題，職業や自己の進路

に関する課題などを踏まえて設定すること． 
 

告示年  

1998 

（平成

11）年 

【目標】 

（1）自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や

能力を育てること 

（2）学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的に取り組む態度

を育て，自己の在り方生き方を考えることができるようにすること． 

【進路指導に関する項目】 

イ 生徒が興味・関心，進路等に応じて設定した課題について，知識や技能の深化，総合化を図

る学習活動  

ウ 自己の在り方や生き方や進路について考察する学習活動 

2009 【目標】 
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通科系高等学校では，総合的な学習の時間と特別活
動を通してキャリア教育が行われている場合が多い
が，専門科系高等学校では，特別活動や総合的な学
習の時間だけでなく，日々の授業や学校行事もキャ
リア教育を行う場面となっていた．キャリア教育と
総合的な学習の時間の関わりについては，後述する．
　総合的な学習の時間が創設された年から2018（平
成30）年の学習指導要領改訂までの特別活動におけ
る進路指導に関する項目は図110-12）にまとめた．
　高等学校教育課程における特別活動の A ホーム
ルーム活動は，原則として年間35単位時間以上で，
B 生徒会活動，C 学校行事の内容に応じ，年間，学
期ごと，月ごとに適切な授業時間数を充てることに

なっている．進路指導は，Aホームルーム活動の（3）
学業生活の充実，将来の生き方と進路の適切な選択
決定に関することで扱われている．具体的には，
ア　学ぶことと働くことの意義の理解，イ　主体的
な学習態度の確立と学校図書館の利用，ウ　教科・
科目の適切な選択，エ　進路適性の理解と進路情報
の活用，オ　望ましい勤労観・職業観の確立，カ　主
体的な進路の選択決定と将来設計である．
　特別活動の教育的意義は5つ挙げられているが，
その中の一つとして，「各教科，道徳，総合的な学
習の時間などの学習に対して，興味や関心を高める
活動である．また，逆に，各教科等で培われた能力
などが総合・発展される活動でもある」と述べられ

国際理解 情報 環境 社会・福祉 伝統と文化 防災 まちづくり キャリア 社会と政治 その他（☆）

1年 25.4 19.0 23.9 27.6 27.1 16.2 9.4 80.5 12.1 23.3

2年 29.2 19.2 23.0 24.5 35.2 14.9 7.9 84.1 15.4 21.5

3年 23.2 18.9 20.2 23.7 22.2 13.6 6.4 84.2 20.1 17.6

※ 39.7 27.1 33.3 36.6 45.5 19.1 12.9 90.8 26.2 34.2

1年 22.2 16.6 19.5 23.3 24.5 13.6 7.2 70.2 8.7 23.4

2年 24.4 16.4 19.1 22.8 27.9 11.8 6.9 72.2 10.0 23.4

3年 16.8 15.5 17.6 19.6 20.0 11.5 8.6 62.6 11.7 22.9

※ 27.4 21.0 25.7 25.8 32.3 14.2 11.1 72.7 16.2 31.4

1年 9.1 8.6 10.2 15.2 11.7 7.1 4.6 32.0 4.1 11.7

2年 28.1 20.8 25.3 25.7 38.2 13.9 13.2 88.9 18.8 24.0

3年 34.9 35.6 35.6 40.1 37.3 15.4 18.5 77.1 27.1 34.6

※ 42.4 38.7 41.4 46.1 51.5 19.9 21.5 91.6 31.6 64.6

※は実施学科数 この欄には，該当する学習活動についていずれかの学年で実施する学科の割合を示している.

その他（☆）には，自己理解，進路研究，自主設定テーマ探究等が含まれる.

普通科

専門学科

総合学科

全日制

表２　平成27年度入学者　総合的な学習の時間の具体的な内容（％・複数回答）8）

表３　岐阜県高等学校におけるキャリア教育の教育課程上の位置づけ†2）

  
普通科系 専門科系 

校数 割合（％） 校数 割合（％） 

各教科・科目 21 42.9 31 63.3 

総合的な学習の時間 43 87.8 22 44.9 

ホームルーム活動 41 83.7 34 69.4 

学校行事（体育祭等） 10 20.4 18 36.7 

学校設定科目 2 4.1 3 6.1 

その他 4 8.2 4 8.2 

割合は普通科系，専門科系それぞれ 52校，49校に対する割合 

出典：岐阜経済大学論集, 52(2)，p109表 3より9) 
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ている．このことから特別活動は，各教科や道徳や
総合的な学習の時間のガイダンス的な役目を持つと
ともに，他の教育活動と相互に作用し合って生徒の
「生きる力」を育んでいく重要な役割を担っている
と言える．
３．２　�「キャリア教育」における「総合的な学習の

時間」
　「キャリア教育」の重要性は中央教育審議会答申
によって示されてきた．1999（平成11）年「初等中
等教育と高等教育の接続の改善について」13）では，
小学校段階から発達に応じたキャリア教育を家庭・
地域と連携しながら体験的な学習を重視して行う必
要性について示され，2016（平成23）年1月31日の「今
後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方
について」14）ではキャリア教育と職業教育の課題や
学校段階の推進のポイントが示された．「キャリア
教育」は「社会的・職業的自立に向け，必要な基盤
となる能力や態度を育てることを通して，キャリア
発達を促す教育」である．そして，高等教育では，
学校から社会・職業への移行を見据え，教育課程の
内外での学習や活動を行うことが重要である．以下，
2016（平成23）年の答申における高等学校における
キャリア教育についてまとめる．

図１　「特別活動」における進路指導に関する項目の変遷10-12）

　高等学校のキャリア教育・職業教育に関しては，
普通科，専門学科，総合学科によってその意味合い
や教育方法が異なる．共通して，自らの将来のキャ
リア形成を選択させることが重要であるが，そのた
めには，①社会的・職業的自立に向けて必要な基盤
となる能力や態度を育成，②必要な知識を教科・科
目等を通じて理解，③卒業生や地域の人へのインタ
ビューや就業体験活動等の体験活動の機会，④生徒
が自ら価値観を確立するといった4つの観点を学習
に入れることが必要である14）．
　普通科におけるキャリア教育に関しては，進路希
望者の中に進学希望者が多いことに特徴がある．進
学希望者の中には，将来を選択・決定することを先
送りする傾向が強いため「自らの将来のキャリア形
成を自ら考えさせ，選択させる」ことが重要となる．
しかし，キャリア教育と職業教育を混同し，高等学
校でのキャリア教育の目的が不明確であるといった
課題がある．そこで必要な知識は，教科・科目など
を通じて身につけさせる，公民科や家庭科において
社会の情勢を学びながら，「家庭生活」や「仕事」
を意識することが重要となる14）．
　一方，総合学科では，総合的に選択科目を開設す
ることで，生徒の個性をいかした主体的な選択が可

2018（平成30）年告示 学習指導要領 第5章「特別活動」

第２ 【ホームルーム活動】

２ 内容 （３）一人一人のキャリア形成と自己実現

ア 学校生活と社会的・職業的自立の意義の理解

イ 主体的な学習態度の確立と学校図書館等の活用

ウ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成

エ 主体的な進路の選択決定と将来設計

2009（平成21）年告示 学習指導要領 第5章「特別活動」

第２ 【ホームルーム活動】

２ 内容 （３）学業と進路

ア 学ぶことと働くことの意義の理解

イ 主体的な学習態度の確立と学校図書館の利用

ウ 教科・科目の適切な選択 エ 進路適性の理解と進路情報の活用

オ 望ましい勤労観・職業観の確立 カ主体的な進路の選択決定と将来設計

1998（平成11）年告示 学習指導要領 第4章「特別活動」

第２ 内容 A ホームルーム活動

（３）学業生活の充実，将来の生き方と進路の適切な選

択決定に関すること

学ぶことの意義の理解，主体的な学習態度の確立と学校

図書の利用，教科・科目の適切な選択，進路適性の理解

と進路情報の活用，望ましい職業観・勤労観の確立，主　

体的な進路の選択決定と将来設計など
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能な仕組みとなっている．特に，上記の4つの観点
を踏まえて「産業社会と人間」といった科目が設定
されキャリア教育がなされている14）．
　他方，専門学科に関しては，職業との関連が深い
実践教育を行うことにより「専門的な知識・技能や
創造力，応用力の育成等の社会的要請」を行ってき
た．一方で，年々進学率も増加傾向にあり，職業の
多様化が進んできている．また，学科ごとの特性に
より，進学や就職に差がある現状がある．職業教育
を主とする学科においては，総合的な学習の時間に
より，農業，工業，商業，水産，家庭若しくは情報
の各教科に属する「課題研究」の履修と同様の成果
が期待できる場合においては，総合的な学習の時間
をもって課題研究等の履修の一部又は全部に替える
ことが可能となっている．
　総合学科以外の学校では，総合的な学習の時間や
特別活動の中でキャリア教育が行われており，学習
を確実に行うためには，総合的な学習の時間を効果
的に活用することが必要である．
　このように，教育課程の一環である以上，教育課
程編成の範囲内においてのキャリア教育・進路教育
であるべきである．そこで，総合的な学習の時間に
おけるキャリア教育・職業教育の位置づけを再確認
することは重要となる．

４．高等学校における具体的な進路指導の事例
　総合的な学習の時間を核とした「進路指導」を
行っている高等学校として，①東京都立立川高等学
校（以下，都立立川高校とする），②岡山県立倉敷
青陵高等学校（以下，倉敷青陵高校とする）を取り
上げる．両校を取り上げた理由としては，ともに創
立から100年以上経つ伝統ある公立高等学校である
ことと「高大連携」として総合的な学習の時間等を
用いて進学指導に力を入れ，大学から教員を呼ぶ等
の取組を行っているからである．
４．１　東京都立立川高等学校
　都立立川高校15,16）は，1901（明治34）年開校，全
校生徒961名（表4）の普通科高校である．東京都教
育委員会によって2002（平成14）年9月から進学指

導重点準備校に，2003（平成15）年11月からは進学
指導重点校に指定され，難関国公立大学への進学が
期待されている点に特徴がある．
　進学指導重点校16）がとりわけ特徴的なのは，教員
の公募が行われている点である．具体的には，都教
育委員会が進学指導に優れた教員を募り，指定を受
けた各校長が直接面接により選定するなど，進学指
導重点校等が集まり研究を行う進学指導研究協議会
を充実させ，進路分析や進学対策の充実を図れるよ
う支援を行っている．また，自校作成の実力テスト
や外部模試等の結果のデータを蓄積・分析し，校内
研修会や教科部会において検討し，授業改善に結び
つけるとともに，土曜日や長期休業中の補習・補講
を計画的に実施するなど様々な取組が行われてい
る．都立立川高校では，年間20日の土曜授業や数学・
英語の習熟度別クラス，国語・英語の少人数クラス
での授業が行われている．
　進学指導重点校として様々な取り組みが行われて
いる都立立川高等学校であるが，猪熊17）によると「進
路指導の大きな特徴は，『総合的な学習の時間』を
有効に活用していること」である．1年生は「自分
探しの旅」のテーマで奉仕活動と進路学習の2本立
てで実施されている†3）．2018（平成30）年度は12
月に同窓会 OB・OG の8名が「先輩企画」として学
生時代の過ごし方，進路決定の経緯，就職活動での
体験談，実社会における仕事の様子などを1年生に
向けての講座が行われた．2年生は「進路を見出す旅」
として，教科学習の取り組み方を振り返る活動が行
われている．また，学問に対するさらなる興味・関
心の向上と，進路選択の決定など自己実現に向けた
意欲の高揚を目的に「大学出張講義」が行われてお
り，2018（平成30）年度は10月に分野の異なる10名
の大学教員が都立立川高校にて90分の講義を行って
いる．3年生は「進路実現の旅」と名づけて，自ら
の進路希望に合わせて選択した講座に毎週参加し，
自発的に学習を進める等の指導が行われてきた．
　以上のように，総合的な学習の時間においては，
1〜3年生のそれぞれに合わせた内容の講座を，学外
から講師を招く形で実施し，生徒自身が自分の将来

表４　東京都立立川高等学校　生徒数・学級数（2019年4月15日現在）15）

学級数 男 女 計

1年 8 169 155 324

2 年 8 167 152 319

3 年 8 169 151 318

計 24 503 458 961
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や学習の取り組み方を振り返ることが出来るよう，
体系的な指導が行われてきた．OB・OG や近隣大
学の留学生や教員等，身近な人材が豊富である強み
をいかした進路指導であると考えられる．
４．２　岡山県立倉敷青陵高等学校18-20）

　倉敷青陵高校は，1908（明治34）年開校，全校生
徒953名（表5）の普通科高校である．学校組織の一
つとして「学習指導研究室」を設置し，その中に「学
習指導研究班」，「総合的な学習の指導班」を組織し
ている点が特徴的である．
　「学習指導研究室」は，3教科の指導教諭3名と教
諭の3名等の計10名が参加して，学校全体の指導力
の向上に取り組んでいる部署である．「進学校とし
て大学合格実績が注目されるが，受験を突破するた
めの知識・技能の伝達にとどまらない，主体性や多
様性・協働性の伸長を目指した授業の実践を模索し
ている」18）．こうした教員の組織的な研修の実施に
加え，ICT機器や図書館の整備も進められている．
特に図書館では，学校司書と教員が連携し，学習・
情報センターとしても機能するよう，公立図書館と
の連携による資料準備等や授業で作成した成果物の
展示等も行われている．
　総合的な学習の時間においては，生徒が主体とな
る調べ学習を中心とした進路指導が行われてきた．
1年生は「自己と他者を理解する」を学年目標とし，
調べ学習・ディベート等の主体的学習や講演を通し
て，現代社会および国際社会の様々な問題に関心を
持たせることにより，自分並びに自分を取り巻く他
者や世界を理解することが目指されている．具体的
には，「一日総合学習」として倉敷の町の歴史や文
化についての理解を深めるとともに，地域振興の観
点から倉敷の観光についての具体的政策提案を行う
学習が行われている†4）．その他，夏休み期間中に
「Future Watching」と称した大学や企業の訪問等
も行われている．2年生は「世界の中の自己を探究
する」を学年目標とし，1年次の学習活動を踏まえ，
知的好奇心を喚起するとともに，社会問題を自らの
問題として捉えて考察しようとする視点の育成が目
指されている．具体的には，「自己と世界を取り巻

く環境の問題の探究」として，探究したい学問領域
の共通する生徒が集まってゼミを編成して研究テー
マの設定から，調査，まとめ（ポスター発表および
論文集の作成）までを生徒が自主的・主体的に行う．
学校案内のパンフレット19）によれば，過去には「消
えゆく方言〜岡山弁がのうなってもいいんか，いや
おえん〜」，「青陵高校に往来するカラスと共存する
には」などのテーマが挙げられており，生徒が設定
するテーマは身近な問題関心をもとにした多様なも
のであることがうかがえる．
　以上のように，総合的な学習の時間においては，
1〜2年生が積極的に学外に出る形で，自らの問題関
心を深める調べ学習を実施し，自己の将来像・進路
目標を明確にしようとする取り組みが行われてき
た．これらは，教員の組織的な研修や学校内の学習
環境の整備等の強みをいかした進路指導であると考
えられる．また，今回取り上げた2校では，生徒が
総合的な学習の時間で興味・関心を持つことで，大
学で何について学びたいたのかが明確になり，大学
へ合格することが目的にならない教育を行っている．

５．高等教育機関のコンテンツ
５．１　オープンキャンパスの起因
　総合的な学習の時間の進路学習の一つとして，夏
休み期間等を利用して大学のオープンキャンパスに
参加するよう指導していることは既述されたところ
である．さて大学などの高等教育機関から高校生の
進路指導（選択機会）において提供されるコンテン
ツは，「一方通行」「相互通行」のコンテンツの2つ
の形態に分けることができる．まず「一方通行コン
テンツ」として大学案内（パンフレット）やインター
ネット配信（ホームページや動画配信）などが挙げ
られ，大学にとっては短時間で大量の情報を発信す
ることができ，受験生にとっては短時間で大量の情
報を発信・受信することが可能になる．それに対し
て「相互通行コンテンツ」としてオープンキャンパ
ス，高校に出向いて大学教員が模擬授業を行う出前
授業や大学説明会などを挙げることができる．こち
らの場合は，大学，受験生共に時間的な制約がある

表５　岡山県立倉敷青陵高等学校　生徒数・学級数（2019年5月1日現在）20）

学級数 男 女 計

1年 8 139 182 321

2 年 8 139 177 316

3 年 8 159 157 316

計 24 437 516 953
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ため，大量の情報を得ることは難しいが，受験生に
とっては己の知りたい情報を対話により聞き出す機
会であるため「質」を重視したコンテンツといえよう．
　オープンキャンパスの役割について，小島21,22）は
「学生募集広報の一手段という枠を超えて，自大学
の立ち位置を見直す手段」という．もちろん，オー
プンキャンパスは高校生にとっても，専門的な学問
との接点になる貴重な場であることは，多くの論考
で論じられていることではある．
５．２　オープンキャンパスの実情
　小島21,22）は，オープンキャンパスのプログラムの
組み立て方について大きく「アラカルト型」と「コー
ス型」に二分できるという．「アラカルト型」は，
同時に複数のプログラムを開催し，訪問者が自由に
選択して参加するものである．それに対して「コー
ス型」は，参加者全員が同じプログラムに参加する
というものである．アラカルト型は学生数や学部・
学科数の多い総合大学に多く，コース型は小規模・
単科大学，短期大学に多くみられる．
　近年のオープンキャンパスの特徴は，模擬講義で
大学の雰囲気を感じる機会のほか，「体験」を取り
入れたプログラムを導入している点がある．このよ
うにオープンキャンパスに「体験」を取り入れるこ
とに関する受験生への効果について，野口23）におい
て，広報効果の測定手法の提起がなされ，遠山ら24）

もアンケート調査を用いて明らかにしている．また
看護学部におけるオープンキャンパスおいて「体験」
を取り入れたプログラムを導入することによって生
じる在学生への影響について讃井ら25）が明らかにし
ている．
　そこで本稿では，讃井らの研究を参考に，体験プ
ログラムが明確である看護学部におけるオープン
キャンパスに着目することにした．具体的には看護
系のいくつかの大学の中から医療創生大学26）のオー
プンキャンパス例を取り上げて，どのようなプログ
ラムが行われているかを考察することにする．
　医療創生大学の場合，2019（令和元）年度は6月
30日，8月3日・4日，9月1日の計4回開催されている．
それぞれの回で午前10時から午後3時までのプログ
ラムで構成されている．各学部において，学部紹介，
模擬講義，体験実習，学部個別相談，パネル展示が
実施されており，そのほかに学生企画として，イン
フォメーションやキャンパスツアーや入試対策ガイ
ダンスなどが実施されている．
　模擬講義としては，「身体の調節と薬〜身近な薬
の作用〜」（8月4日・薬学部），「きれいな手でケア
を〜感染予防（基本的な手洗い）〜」（8月4日・看
護学部）などが行われている．体験実習としては，

「妊婦体験をしよう＆新生児を抱っこしてみよう」
（8月4日・看護学部），「呼吸理学療法を体験してみ
よう」（8月4日・健康医療科学部）が行われている．
また9月1日のプログラムでは，「総合型選抜入試オー
プンキャンパス参加型方式を受験予定の方へ」とあ
る．
　つまり，オープンキャンパスという場において，
大学広報という機能と入試という機能が混在してい
ることが分かる．
５．３　AO入試におけるオープンキャンパスの役割
　上記の5.2においてオープンキャンパスに入試の
機能が取り入れられていることを指摘したが，それ
は，アドミッションズ・オフィス入試（以下，AO
入試とする）の登場によるものといえよう．AO 入
試は，文部科学省によれば「詳細な書類審査と時間
をかけた丁寧な面接等を組み合わせることによっ
て，入学志願者の能力・適性や学習に対する意欲，
目的意識等を総合的に判定する入試方法」である．
その特徴は，学力テストを基に合否を判断するのは
なく，その多くは「面接」＋「論文」などを基に合
否の判断材料としている．
　文部科学省が公表した入学者選抜実施状況27）の概
要において，AO 入試が開始された2000（平成12）
年度当初，AO 入試を利用して入学した者は1.4％
（8,117人）であったのに対して，2017（平成29）
年度には，9.1％（56,030人）まで増加しており，推
薦入試も増加していた．逆に一般入試は，2000（平
成12）年度より2017（平成29）年度では，約10ポイ
ント減少している．
　それでは，具体的に AO 入試においてオープン
キャンパスはどのような役割を有しているのだろう
か．医療創生大学26）の例をもとに考察していくこと
にしたい．同大学の入学試験要項「総合型選抜入試」
によれば，総合型選抜入試の募集定員は，薬学部（定
員90名）で5名，看護学部（定員80名）で5名，健康
医療科学部（定員100名）で13名である．試験方式
は，（1）面接プレゼン型方式，（2）オープンキャン
パス参加型方式，（3）基礎力型方式，（4）スポーツ
実践型方式（健康医療科学部のみ実施）である．
　出願期間は，2019（令和元）年8月21日から10月1
日であり，要項には「※オープンキャンパス参加型
方式受験者は，2019（令和元）年9月1日（日）のオー
プンキャンパス前までに出願していることが望まし
いが，出願できない場合は，必ず事前に下記へ受験
予定であることを連絡すること」と記載されている．
　試験日は，2019（令和元）年10月6日であるが，オー
プンキャンパス参加型方式受験者に対して，「2019
年9月1日（日）のオープンキャンパスのグループワー
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ア教育へと変革してきたことと捉えることができる．
　生徒の人生を充実させるための第一歩として，高
校卒業直後の進路決定も大切であるため，学校現場
としては生徒に，総合的な学習の時間（新しい指導
要領では総合的な探究の時間）を活用して段階的に
次のようなことを学修させるであろう．まずは大学
案内（パンフレットやホームページ）を読み解くこ
とによる職業の理解が挙げられる．そして次の段階
として「オープンキャンパス」に参加，体験するこ
とを通して，興味のある分野（職業）の社会人とし
て働くことへのより深い理解やその職業に就くため
にはどのような力が必要かを具体的に理解させるこ
とである．しかしながら，大学案内の取り寄せや校
内での大学説明会に介在する業者の存在を鑑みると
「進路指導のアウトソーシング化」が一部進んでい
るものの，「アウトソーシング化」という捉え方に
加え「進路指導方法の多様化」として捉えることも
可能であろう．また，進学が大半を占める高等学校
では，大学に進学することに目的を置くのではなく，
高校生に対して進学した先に「何を学ぶのか」「ど
のような研究をするのか」といった意識の醸成も重
要である．高大連携の一貫として大学の教員が高校
に出前授業を行うことで大学のイメージを明確に持
つことができ，総合的な学習の時間等を活用して，
ゼミ活動を行うことで，覚える学問から調べ・探究
する学問へと転換できる．

クに参加すること」と記載されている．試験内容は，
調査書と面接（1回）と「面接プレゼン型方式」で
はプレゼンテーション，「オープンキャンパス参加
型方式」グループワーク，「基礎力型方式」では小
論文，「スポーツ実践型方式」ではスポーツ競技大
会成績であり，それぞれに100点ずつ配点され，計
300点満点で合否が判定される．
　つまり，医療創生大学に入学をする受験生にとっ
て大学のオープンキャンパスは大学入試の一部と
なっているといってもよいだろう．
　このように，AO 入試にオープンキャンパスを活
用された状況下においては，進路選択の決定自体を
高校2年生や高校1年生などに前倒ししなければなら
ない事態を招き，本来の高校が意図する進路学習か
ら逸脱しているといえよう．

６．まとめ
　本稿においては，リサーチクエスチョンとして，
「進路指導のアウトソーシング化」と「進路指導に
おける高大連携」を掲げたところである．2018（平
成30）年告示の新しい学習指導要領において，特別
活動【ホームルーム活動】（3）の項目は，「学業と
進路」から「一人一人のキャリア形成と自己実現」
に変わった．このことは，従来行われてきた高等学
校の進路指導が，生徒一人一人に人生を考えさせ，
未来を切り拓く力をつけさせることを目指すキャリ

図２　医療創生大学のオープンキャンパスタイムスケジュール（8月4日）26）

出典：医療創生大学のホームページを参照して作成
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注
†1） 高等学校の場合，平成30年告示版から総合的な学習の時間から総合的な探究の時間に名称変更がなされているが，

本論の分析に関わらないことから，使い分けを行わなければならない場合を除き，本論では総称して「総合的な
学習の時間」で統一することとする．

†2） 普通科系は，普通科，理数科，英語科で，専門科系には，農業科，工業科，商業科，家庭科，福祉科，情報科，音楽科，
美術科がある．

†3） なお，2019年度入学生の教育課程では，総合的な探究の時間が1年生1単位，2年生の一般コースは1単位，SSHコー
スは0単位となっており，新たに「SS課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」，「SS英語」が設定されている．

†4）なお，2019年度入学生の課程では，総合的な探究の時間として上記の取組が同様に行われる予定である．
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Abstract

　This paper focuses on course learning at the periods of Integrated Study, and presents the possibility of high 
school-university cooperation in course guidance, including high schools and higher education institutions, as to 
what kind of instruction is being provided at school. Specifically, (1) the meaning of course learning at the periods 
of Integrated Study, (2) the actual situation of career guidance utilizing higher education institutions in high schools, 
(3) the actual situation of open campuses of higher education institutions Is to do. As a result, (1) Comprehensive 
learning time has changed from “School and career” to “Each career development and self-fulfillment”, (2) High 
school is an open campus of higher education institutions (3) Some higher education institutions have adopted an 
open campus as an entrance examination system. Therefore, universities do not simply plan university brochures, 
university websites, and open campuses as a means of recruiting students, but rather contribute to student career 
development and have their own unique characteristics tailored to each university’s characteristics and student 
needs. It is necessary to build the style while considering the entrance examination system.
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